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改
元

　

さ
て
、
本
年
４
月
30
日
に
天
皇
陛

下
は
ご
退
位
の
日
を
迎
え
ら
れ
、
翌

５
月
１
日
に
は
、
１
２
６
代
目
の
天

皇
が
ご
即
位
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
大

き
な
自
然
災
害
の
現
場
へ
必
ず
出
向

か
れ
、
被
災
者
の
皆
さ
ま
を
励
ま
さ

れ
て
い
る
お
姿
を
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
び
に
、
感

謝
と
と
も
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
一

人
で
す
。

　

30
年
続
い
た
「
平
成
」
が
終
わ
り
、

新
し
い
元
号
に
変
わ
る
歴
史
的
瞬
間

に
立
ち
会
い
新
し
い
時
代
を
迎
え
る

こ
と
は
感
慨
深
い
も
の
で
す
。

　

新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
を

重
ね
、
先
進
的
に
取
り
組
む
努
力
を

怠
る
こ
と
な
く
、
自
覚
と
責
任
を
も

っ
て
町
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

町
を
取
り
巻
く
情
勢

　

今
年
は
伊
勢
湾
台
風
か
ら
60
年
と

な
り
ま
す
。
本
町
は
、
地
理
的
、
気

象
的
に
自
然
災
害
に
対
し
て
極
め
て

厳
し
い
条
件
下
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で

幾
度
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
き
て

い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
伊
勢
市
付
近
に
上
陸
し

た
台
風
12
号
を
は
じ
め
、
20
・
21
・

24
号
に
よ
る
暴
風
・
豪
雨
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
教
訓
に
、
地
震
・
津
波
・

台
風
・
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
に
対
す

る
防
災
力
・
減
災
力
を
強
化
し
、
日

頃
の
訓
練
や
準
備
を
怠
る
こ
と
な

く
、
常
に
災
害
を
意
識
し
町
民
の
皆

さ
ま
方
と
力
を
結
集
し
て
対
策
を
進

め
、
災
害
発
生
後
の
迅
速
な
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
体
制
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

生
活
環
境
の
保
全

　

町
内
の
自
然
・
生
活
環
境
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
町
外

か
ら
の
土
砂
搬
入
な
ど
の
事
業
活
動

に
よ
り
、
町
民
は
大
き
な
不
安
を
抱

え
て
い
ま
す
。こ
の
不
安
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭
し
、

町
内
の
豊
か
な
自
然
や
安
全
で
安
心

し
た
生
活
を
子
や
孫
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
の
早
急
な
対
策
が
必
要
で

す
。
昨
年
６
月
５
日
に
は
、
町
・
住

民
・
事
業
者
が
自
然
環
境
の
保
全
に

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
築
く
た
め
「
自
然
と

共
生
の
町
」
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
自
然
と
良
好
な
環
境

を
守
り
、
将
来
に
わ
た
る
皆
さ
ま
の

健
康
を
保
護
し
安
全
な
生
活
環
境
の

確
保
を
図
る
た
め
「
紀
北
町
生
活
環

境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」
が
今
議

会
に
お
い
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
宣
言
や
条
例
を
規
範

と
し
て
環
境
に
関
す
る
諸
施
策
を
展

開
し
、
先
人
が
た
い
せ
つ
に
守
っ
て

き
た
町
内
の
自
然
景
観
や
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
生
活
や
産
業
の
振
興
を

継
続
さ
せ
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を

議
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
町
民
・

事
業
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
15
周
年

　

今
年
は
、
平
成
16
年
７
月
７
日
に

世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
「
紀
伊
山
地

の
霊
場
と
参
詣
道
」
が
15
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
熊
野
古
道
を
は
じ
め

2

町内２カ所に設置された環境宣言看板

はじめに　

　 私 は 紀 北 町 長 に 就 任 以 来 、「 す べ て は 住 民 目 線 で 、 す べ て は 住 民 と と も に 」 の 基 本 姿 勢

の も と 、 住 民 の 皆 さ ま と の 協 働 の ま ち づ く り に 取 り 組 ん で き ま し た 。

　 今 後 の 町 政 に つ い て も 、 こ れ ま で の 町 長 と し て の 経 験 を 生 か し 、 時 代 の 変 化 や 町 民 の 要

請 に 的 確 か つ 柔 軟 に 対 応 で き る 広 い 視 野 を 持 ち 、 現 場 を 重 視 し 、 紀 北 町 第 ２ 次 総 合 計 画 の

将 来 像 で あ る 「 み ん な が 元 気 ！ 紀 北 町 　～ 豊 か な 自 然 、 に ぎ わ い と 笑 顔 が あ ふ れ る ま ち ～ 」

の 実 現 に 向 け 、 前 期 基 本 計 画 の ４ つ の 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト を 中 心 に 全 力 を 挙 げ て ま ち づ く り

に 取 り 組 ん で い き ま す 。

　 特 に 、「 健 康 は 笑 顔 を つ く り 、 幸 福 の 基 礎 と な る 」 の も と 、 引 き 続 き 健 康 増 進 を 積 極 的

か つ 効 果 的 に 推 進 し 、 町 民 の 皆 さ ま が 生 涯 現 役 で 元 気 に 暮 ら せ る ま ち づ く り を 進 め て い き

た い と 考 え て い ま す 。
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と
す
る
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
町
内

へ
の
誘
客
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

古
道
の
環
境
整
備
に
も
力
を
注
い
で

い
き
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
国
民

体
育
大
会
な
ど

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ま

で
１
年
６
カ
月
あ
ま
り
、
三
重
県
で

開
催
さ
れ
る
第
76
回
国
民
体
育
大
会

「
三
重
と
こ
わ
か
国
体
」、
第
21
回
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
三
重
と

こ
わ
か
大
会
」
ま
で
２
年
６
カ
月
あ

ま
り
と
な
り
、と
こ
わ
か
国
体
で
は
、

正
式
競
技
の
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年

女
子
」
と
公
開
競
技
の
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
」、
と
こ
わ
か
大
会
で
は
、

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
が
本
町
で
開
催

す
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
８
月
に
、「
三

重
と
こ
わ
か
国
体
・
三
重
と
こ
わ
か

大
会
紀
北
町
実
行
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
機
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
間
に
ス
ポ

ー
ツ
を
普
及
し
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神
を

高
揚
し
て
町
民
の
健
康
増
進
と
体
力

向
上
を
図
り
、
人
と
人
と
の
交
流
や

絆
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

町
を
取
り
巻
く
経
済
情

勢
・
平
成
31
年
度
の
位

置
付
け

　

平
成
31
年
度
は
、「
紀
北
町
第
２

次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
」
の
中

間
年
で
す
。
本
町
を
取
り
巻
く
社
会

情
勢
の
変
化
な
ど
に
適
切
に
対
応

し
、
本
計
画
の
実
効
性
を
確
保
す
る

た
め
、
外
部
委
員
も
含
め
た
検
証
委

員
会
を
設
置
し
、
各
施
策
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状

況
や
達
成
度
な
ど
を
検
証
し
て
い
き

ま
す
。

 　
「
計
画
」、「
実
施
」、「
点
検
・
評

価
」、「
改
善
に
向
け
た
行
動
」
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
常
に
「
気
付
き
と

改
善
」
の
気
持
ち
を
持
ち
、
タ
イ
ミ

ン
グ
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
重
視
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

予
算
編
成
に
つ
い
て
の

考
え
方
と
予
算
規
模

◆
紀
北
町
の
予
算
の
概
要

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
総
額
１
１
３
億
６
，

１
７
５
万
３
千
円
、
平
成
30
年
度
当

初
予
算
と
比
較
し
て
9.1
％
、
９
億
５
，

１
８
８
万
２
千
円
の
増
と
な
り
、
３

年
続
け
て
の
１
０
０
億
円
を
超
え
る

大
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳
入
の
主
な
も
の

　

地
方
交
付
税
が
38
億
８
，
６
７
０

万
円
で
全
体
の
34
・
２
％
を
占
め
、

次
い
で
町
債
24
億
４
，４
０
０
万
円
、

町
税
13
億
４
，６
３
１
万
６
千
円
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳
出
の
主
な
も
の

　

民
生
費
が
26
億
４
，６
２
６
万
６

千
円
で
全
体
の
23
・
３
％
を
占
め
、次

い
で
衛
生
費
が
19
億
１
，
２
４
６
万

５
千
円
、
公
債
費
13
億
３
，
７
５
６

万
３
千
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
に
密
着
し
た
必
要
不
可
欠
な

事
業
に
加
え
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
へ
の
対
応
事
業
、
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
の
確
保
事
業
、
農
林
水
産

業
な
ど
地
場
産
業
の
活
性
化
事
業
な

ど
を
積
極
的
に
進
め
る
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
国
・

県
の
補
助
金
、
交
付
金
を
は
じ
め
合

併
特
例
事
業
債
、
過
疎
対
策
事
業
債

な
ど
有
利
な
起
債
の
活
用
を
図
る
な

ど
、財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
努
め
、

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
が
21
億
１
，１
６
６
万
円
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
が

１
億
７
，
４
７
５
万
９
千
円
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
が
５
億
６
，

０
０
９
万
４
千
円
、
水
道
事
業
会

計
で
は
、
支
出
ベ
ー
ス
で
６
億
８
，

４
４
８
万
４
千
円
と
な
り
、
一
般
会

計
を
含
め
た
全
会
計
の
予
算
額
は
、

１
４
８
億
９
，
２
７
５
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

紀
北
町
第
２
次
総
合
計

画
・
前
期
基
本
計
画
の

取
り
組
み

  

平
成
31
年
度
に
お
け
る
、
紀
北
町

第
２
次
総
合
計
画
・
前
期
基
本
計
画

の
４
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

「
安
全
・
安
心
」の
ま
ち

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

地
震
・
津
波
対
策
を
重
点
的
に
進

め
、
自
然
災
害
の
危
機
に
も
対
応
し

た
日
頃
の
訓
練
の
実
施
や
被
災
時
の

復
旧
・
復
興
時
の
対
策
に
向
け
た
体

制
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
「
紀
伊
長
島
消
防
署
」
が
本
年
３

月
に
完
成
し
、「
海
山
消
防
署
」
と

と
も
に
、
安
全
な
場
所
か
ら
迅
速
な

活
動
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心

の
確
保
を
図
り
、
島
勝
漁
港
の
陸
こ

う
の
動
力
化
お
よ
び
防
災
行
政
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
事
業
、
消
防
団
活
動
資

器
材
の
充
実
、
自
主
防
災
会
組
織
対

策
事
業
な
ど
、
防
災
教
育
や
防
災
意

識
を
高
め
る
啓
発
活
動
な
ど
を
積
極

的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
お

け
る
防
災
体
制
の
強
化
充
実
を
一
層

進
め
ま
す
。

「
健
康
増
進
・
生
涯
現

役
」
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　

自
ら
健
康
状
態
を
自
覚
し
改
善
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
健
康

づ
く
り
活
動
、
健
康
診
査
や
健
診
、

健
康
教
育
・
相
談
、
運
動
を
生
活
の

一
部
と
し
て
習
慣
化
す
る
事
業
な
ど

を
展
開
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
健

康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

　

各
種
保
健
事
業
の
積
極
的
な
啓
発

や
受
診
者
の
負
担
軽
減
と
利
便
性
の

向
上
、
健
康
づ
く
り
活
動
、
健
康
診

査
や
健
診
、
健
康
教
育
・
相
談
な
ど

の
保
健
事
業
の
充
実
、
運
動
を
生
活

の
一
部
と
し
て
習
慣
化
す
る
事
業
な

ど
を
展
開
し
、
健
康
増
進
の
充
実
を

一
層
進
め
ま
す
。
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「
に
ぎ
わ
い
・
交
流
」

の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

紀
北
町
の
伝
統
的
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
水
産
業
の
生
産
基
盤
の
安

定
、
自
然
環
境
を
活
用
し
た
メ
デ
ィ

ア
な
ど
を
通
じ
た
町
の
Ｐ
Ｒ
や
ス
ポ

ー
ツ
合
宿
・
大
会
の
誘
致
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
充
実
、
移
住
希
望
者
へ
多

様
な
支
援
な
ど
を
行
い
、人
が
集
う
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
、
農
地
の

集
積
や
基
盤
整
備
、
高
収
益
作
物
へ

の
転
換
の
推
進
、
農
地
の
有
効
利
用
、

農
業
所
得
の
向
上
、「
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
」

の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
、
尾
鷲
ヒ

ノ
キ
材
の
新
た
な
活
用
や
販
路
拡

大
、
沿
岸
の
藻
場
の
再
生
、
沿
岸
漁

場
の
整
備
、
共
同
利
用
施
設
の
修
繕
、

漁
業
者
の
就
労
環
境
の
改
善
、
熊
野

古
道
の
価
値
を
次
世
代
へ
継
承
、
各

地
で
の
催
し
へ
の
支
援
、
農
林
水
産

業
と
連
携
し
た
体
験
型
観
光
、
ス
ポ

ー
ツ
合
宿
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
た
町
の
Ｐ

Ｒ
、
空
き
家
バ
ン
ク
や
体
験
施
設
な

ど
の
移
住
支
援
、
都
市
部
に
お
け
る

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
展
開
し
、
に
ぎ
わ

い
・
交
流
の
充
実
を
一
層
進
め
ま
す
。

「
子
育
て
・
教
育
」
の

ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

子
育
て
に
関
わ
る
経
済
的
負
担
の

軽
減
な
ど
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を

行
い
、
子
育
て
世
帯
へ
の
情
報
の
提

供
、
放
課
後
児
童
対
策
、
ひ
と
り
親

家
庭
・
障
が
い
児
を
持
つ
家
庭
な
ど

へ
の
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
、

第
３
子
以
降
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の

保
育
料
や
給
食
費
の
実
質
無
料
化
、

学
用
品
の
支
給
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
利
用
者
支
援
の
充
実
、
英
語
教
育

の
充
実
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の

施
設
設
備
の
充
実
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
、
地
元
食
材
を
生
か
し
た

給
食
の
提
供
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を

通
し
た
健
全
育
成
を
行
い
、子
育
て
・

教
育
の
充
実
を
一
層
進
め
ま
す
。

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み

　

総
合
計
画
と
の
連
携
を
と
り
つ

つ
、「
紀
北
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
基
本
目
標

「
元
気
な
地
域
づ
く
り
」

「
住
み
た
く
な
る
地
域
づ
く
り
」

「
産
み
育
て
た
く
な
る
地
域
づ
く
り
」

「
ず
っ
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

平
成
31
年
度
の
主
要
施
策

◆
ず
っ
と
暮
ら
せ
る
安
全
・
快
適

な
ま
ち

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、今
後
30
年
以

内
の
発
生
確
率
が
70
〜
80
％
と
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
防
災
・
減
災
対

策
は
ま
す
ま
す
重
要
な
施
策
と
な
り

引
き
続
き
重
点
的
に
進
め
ま
す
。

　

自
助
、
共
助
、
公
助
の
連
携
の
も

と
、
自
主
防
災
会
か
ら
の
緊
急
の
要

望
を
中
心
に
、
で
き
る
も
の
か
ら
積

極
的
に
事
業
を
適
宜
適
切
に
対
応

し
、
津
波
避
難
路
や
避
難
誘
導
灯
・

防
災
倉
庫
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
共

助
の
要
と
な
る
自
主
防
災
会
活
動
の

一
層
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
自
主

防
災
会
活
動
支
援
補
助
金
を
継
続

し
、
消
防
団
の
装
備
充
実
な
ど
を
進

め
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

　

産
官
学
連
携
に
よ
る
地
域
防
災
支

援
事
業
に
取
り
組
み
、
自
主
防
災
会

な
ど
と
連
携
の
う
え
地
域
の
特
性
を

踏
ま
え
た
避
難
行
動
や
、
被
害
を
想

定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
防
災

講
演
会
な
ど
の
開
催
、
児
童
・
生
徒

へ
の
防
災
教
育
や
、
防
災
意
識
の
一

層
の
高
揚
、
食
料
な
ど
の
備
蓄
品
や

大
規
模
災
害
時
に
重
要
と
な
る
指
定

避
難
所
対
策
と
し
て
備
品
や
防
災
倉

庫
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
や
火
災
、
救
急
業
務
へ

の
対
策
と
し
て
、
三
重
紀
北
消
防
組

合
や
消
防
団
と
の
連
携
強
化
や
、
被

害
軽
減
の
た
め
の
早
期
避
難
所
対

策
、「
紀
北
町
防
災
ナ
ビ
」
や
行
政

放
送
番
組
に
よ
る
情
報
伝
達
手
段
の

充
実
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
、
雨
水
排
水
対
策
や
水
防

対
応
の
強
化
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

　

海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
で
は
、

三
浦
漁
港
海
岸
は
本
年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
、
矢
口
漁
港
海
岸
も
事
業

の
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。

　

人
家
な
ど
へ
の
倒
木
に
よ
る
被
害

を
予
防
す
る
た
め
、
自
治
会
な
ど
が

行
う
人
家
裏
危
険
木
伐
採
事
業
へ
の

補
助
や
流
木
に
よ
る
河
川
下
流
域
、

海
域
へ
の
被
害
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
河
川
周
辺
立
枯
木
整
備
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

町
内
の
水
害
や
土
砂
災
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
関
係
機
関
と
連
携

の
も
と
、
河
川
改
修
や
河
口
閉へ

い
そ
く塞

防

止
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
防
止
な
ど
、

治
山
・
治
水
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

港
湾
・
海
岸
整
備
で
は
、
県
事
業

と
し
て
長
島
港
の
「
江
ノ
浦
大
橋
耐

震
化
工
事
」
や
中
ノ
島
地
区
で
の
「
高

潮
対
策
工
事
」
が
予
定
さ
れ
、
引
本

港
で
は
、「
船
津
川
・
銚
子
川
」
の
河

口
閉へ

い
そ
く塞

対
策
と
し
て
、
河
口
掘
削
が

予
定
さ
れ
、「
高
浜
海
岸
」
の
浸
食
に

つ
い
て
対
応
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
で
は
、

町
事
業
と
し
て
「
沖
見
３
号
線
防
護

柵
設
置
事
業
」、「
中
里
14
号
線
防
護

柵
設
置
事
業
」
の
実
施
を
始
め
、
町

内
一
円
の
交
通
安
全
施
設
対
策
事
業

を
推
進
し
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
で
は
、「
相
賀
地

4
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区
」、「
鯨
地
区
」の
地
籍
調
査
を
引
き

続
き
実
施
し
、
円
滑
な
土
地
取
引
お

よ
び
災
害
時
の
早
期
復
旧
な
ど
に
寄

与
す
る
た
め
、
国
土
調
査
法
に
基
づ

き
、
計
画
的
に
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

道
路
・
交
通
網
に
お
い
て
は
、
産

業
活
動
や
日
常
生
活
を
支
え
、
人
々

の
交
流
を
促
進
す
る
重
要
な
基
盤

で
、
産
業
活
動
や
住
民
生
活
を
支
え

る
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

住
民
生
活
の
利
便
性
・
安
全
性
の
向

上
な
ど
、
幹
線
道
路
の
整
備
を
促
進

し
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
問
題
と
な
っ
て
い
る

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家

な
ど
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
管
理
さ

れ
る
よ
う
指
導
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

紀
北
町
空
家
等
対
策
計
画
に
よ
り
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
道
事
業
で
は
、
安
全
・
安
心
な

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
老
朽

管
の
耐
震
管
へ
の
敷
設
替
え
や
設
備

の
更
新
な
ど
に
取
り
組
み
、
良
好
な
水

源
の
保
持
・
確
保
の
た
め
に
水
質
検

査
を
引
き
続
き
実
施
し
、
水
道
事
業

基
本
計
画
お
よ
び
管
路
更
新
計
画
に

基
づ
き
、計
画
的
・
効
率
的
に
事
業
を

推
進
し
、
健
全
な
事
業
運
営
に
努
め
、

住
民
の
皆
さ
ま
に
水
道
事
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

啓
発
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

環
境
衛
生
対
策
で
は
、
廃
棄
物
の

発
生
を
抑
制
し
、
有
用
な
廃
棄
物
を

資
源
と
し
て
生
か
し
、
未
来
に
つ
な

が
る
循
環
型
社
会
を
実
現
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
資
源
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
増
設
し
資
源
ご
み
の
回

収
を
持
続
し
、
ご
み
減
量
化
と
資
源

ご
み
分
別
の
必
要
性
を
広
く
啓
発
す

る
こ
と
で
、
ご
み
の
排
出
抑
制
や
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
、
発
生
し
た
ご

み
の
処
理
が
停
滞
し
な
い
よ
う
、
ご

み
固
形
燃
料
化
施
設
に
よ
る
ご
み
処

理
を
継
続
し
ま
す
。

　

次
期
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
、
東
紀
州
５
市
町
に
よ
る
広
域
で

の
ご
み
処
理
を
目
指
し
ま
す
。

　

生
活
排
水
処
理
で
は
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
て
引
き
続
き

支
援
を
行
い
、
普
及
・
促
進
を
進
め

る
こ
と
で
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保

全
を
図
り
、
老
朽
化
し
た
し
尿
処
理

施
設
を
、
よ
り
安
全
・
安
定
し
た
設

備
へ
と
改
修
を
進
め
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
や
住
民
の
生
活

環
境
を
守
る
た
め
、
水
質
調
査
、
大

気
環
境
調
査
、
土
壌
調
査
の
ほ
か
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
環
境
面
の

監
視
活
動
を
強
化
し
、「
自
然
と
共

生
の
町
」
宣
言
に
則
し
た
生
活
環
境

の
保
全
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
路
線
バ

ス
の
維
持
存
続
を
図
る
た
め
、
高
校

生
バ
ス
定
期
補
助
を
行
う
な
ど
利
用

促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
公
共
交
通

空
白
地
対
策
と
し
て
廃
止
代
替
バ
ス

や
い
こ
か
バ
ス
の
運
行
を
継
続
し
、

新
た
な
交
通
手
段
の
確
立
に
取
り
組

み
ま
す
。

や
さ
し
さ
で
支
え
合
う

健
康
・
福
祉
の
ま
ち

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、
子
育
て
世
帯
の
孤

立
化
や
育
児
不
安
な
ど
の
問
題
が

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
と
し
て
「
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
、
健
や
か
に
育
む
ま

ち
づ
く
り
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、

家
庭
と
地
域
が
子
育
て
す
る
力
を
高

め
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、

既
設
の
保
育
所
は
も
と
よ
り
、
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

引
き
続
き
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に

対
す
る
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
、
町
単
に
よ
る
保
育
所
運
営
費
、

障
が
い
児
保
育
事
業
や
重
度
障
害
児

保
育
士
特
別
加
配
補
助
金
、
３
人
目

以
降
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
給

食
費
の
実
質
無
料
化
や
、
18
歳
到
達

後
の
３
月
ま
で
の
入
院
と
15
歳
到
達

の
３
月
ま
で
の
通
院
に
対
す
る
子
ど

も
医
療
費
の
助
成
に
加
え
、
０
歳
か

ら
６
歳
ま
で
の
未
就
学
児
を
対
象

に
、
平
成
31
年
９
月
診
療
分
か
ら
病

院
で
の
窓
口
負
担
無
料
化
を
実
施
す

る
な
ど
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

小
学
校
入
学
時
の
新
入
学
用
品
の

現
物
支
給
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る

就
学
援
助
費
の
中
の
新
入
学
用
品
費

の
入
学
前
支
給
に
つ
い
て
実
施
し
、

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

た
め
に
必
要
と
な
る
情
報
を
、
一
元

的
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
構
築
し

た
「
き
ほ
く
フ
ァ
ミ
ラ
ボ
」
の
情
報

更
新
に
努
め
、
よ
り
有
意
義
な
サ
イ

ト
の
運
営
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
、住
ま
い
・

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が

一
体
的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築

し
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
高
齢
者
の
見
守
り
対
策
と
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し
て
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
の
配
布
・
更
新
な
ど
を
継
続
し
、

「
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
に
よ
り
、
民
生
委
員

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

連
携
に
よ
る
「
地
域
で
の
見
守
り
活

動
」
や
、
健
康
保
持
へ
の
活
動
の
推

進
に
よ
り
、
高
齢
者
の
地
域
で
の
生

活
と
安
全
対
策
を
よ
り
図
り
ま
す
。

　

町
立
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
で
は
、

赤
羽
寮
改
善
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

利
用
者
が
安
全
安
心
に
快
適
に
暮

ら
せ
る
こ
と
、
利
用
者
・
職
員
全
員

が
笑
顔
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い
安
ら

ぎ
と
温
も
り
の
あ
る　

住
ま
い　

と

し
て
の
施
設
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
み
、
利
用
者
の
日

常
生
活
能
力
の
低
下
を
抑
え
る
よ
う

に
、車
い
す
で
の
利
用
可
能
な
ト
イ
レ

な
ど
の
施
設
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
施
策
で
は
、
地
域

に
お
け
る
障
が
い
者
支
援
策
と
し
て
、

障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
や
障
害

者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
介
護
・
訓
練
な
ど
給
付

事
業
な
ど
を
は
じ
め
、
じ
ん
臓
機
能

障
害
に
よ
る
人
工
透
析
な
ど
の
通
院

に
要
す
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、

生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
の
た
め
、

食
生
活
の
改
善
と
運
動
習
慣
の
定
着

を
め
ざ
し
た
「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
事
業
を
実
施
し
、
幅

広
い
年
齢
層
で
、
多
く
の
方
々
に
継

続
し
て
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

推
進
し
、
紀
北
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康

体
操
の「
き
ほ
く
活
活
体
操
」や「
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
つ
い
て
も
、

運
動
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
定
着
を
図

り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
紀
北
健
康
セ
ン

タ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康

増
進
・
体
力
向
上
と
競
技
力
の
向
上

を
目
的
に
、
教
室
や
講
座
を
よ
り
充

実
さ
せ
、
指
定
管
理
者
と
連
携
し
、

施
設
の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
、
個
人

個
人
の
体
力
の
現
状
を
知
る
「
町
民

体
力
測
定
」の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、

健
康
意
識
の
向
上
や
健
康
づ
く
り
・

体
力
の
維
持
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

各
種
が
ん
検
診
事
業
で
は
、
国
が

推
奨
す
る
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検

診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）、
子
宮
頸け

い

が
ん

検
診
を
無
料
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り

受
診
率
の
向
上
を
図
り
、
が
ん
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
る
と
と

も
に
、
特
定
健
康
診
査
と
各
種
が
ん

検
診
な
ど
を
１
日
で
受
診
で
き
る

「
み
ん
な
で
い
こ
か
！
総
合
け
ん
し

ん
」
に
つ
い
て
も
実
施
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
医
療
費
は
毎
年
増
え
続
け
厳
し

い
事
業
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
が
、
皆
さ
ま
に
で
き
る

だ
け
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
高

騰
す
る
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
、

医
師
会
な
ど
と
の
連
携
の
も
と
疾
病

重
症
化
予
防
策
を
講
じ
る
な
ど
、
保

健
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

魅
力
と
活
力
あ
る
産
業

の
ま
ち

　

農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
は
、
安

定
的
な
利
水
が
で
き
る
よ
う
一
般
土

地
改
良
事
業
な
ど
に
よ
り
、農
業
用

水
路
や
揚
水
機
な
ど
の
農
業
生
産
基

盤
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
事
業
に
よ
る
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
農

地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
農
地

の
借
り
手
と
貸
し
手
に
対
す
る
支

援
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
に
よ
る

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮

の
た
め
の
地
域
活
動
や
営
農
活
動
に

対
す
る
支
援
を
行
い
、
農
業
委
員
や

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
連
携

し
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
の
解
消
に
努

め
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
有
害
鳥
獣

の
適
切
な
駆
除
や
、
農
村
見
守
り
支

援
員
に
よ
る
迅
速
な
対
応
、
電
気
柵

な
ど
の
資
材
費
用
助
成
や
鳥
獣
害
防

止
総
合
対
策
事
業
な
ど
の
活
用
を
推

進
し
、
営
農
意
欲
減
退
の
抑
止
に
努

め
ま
す
。

　

林
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
は
森
林

経
営
管
理
法
に
基
づ
く
森
林
管
理
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
県
、
森
林
組
合

な
ど
と
連
携
し
、
適
切
に
対
応
し
ま

す
。森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
も
、

適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
準
備
を
整

え
、
森
林
組
合
お
わ
せ
な
ど
の
林
業

関
係
団
体
と
連
携
し
、
補
助
制
度
を

活
用
し
た
施
業
の
集
約
化
の
促
進
、

路
網
整
備
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
を
促
す
な
ど
、
森
林
資
源
の
循
環

利
用
に
つ
い
て
促
進
を
図
り
、
町
有

林
造
成
事
業
で
は
、
従
来
型
造
林
の

手
法
に
加
え
、
効
率
的
な
町
有
林
経

営
の
観
点
か
ら
、
低
コ
ス
ト
造
林
に

よ
る
再
造
林
に
も
努
め
ま
す
。

　

日
本
農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
林
業
」
に
つ
い
て
、

販
売
戦
略
の
構
築
に
向
け
、
関
係
団

体
と
連
携
を
図
り
、
木
材
関
連
産
業

の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
産
材
の
利
用
を
促
進
し
、
木

材
関
連
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
町

内
の
製
材
所
か
ら
出
荷
さ
れ
た
地
域

産
材
を
使
用
し
た
住
宅
な
ど
に
対
す

る
補
助
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
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平成31年度施政方針

　

水
産
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
漁
業
協
同
組
合
が
、
町
内
一

本
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
三
重
外
湾

漁
業
協
同
組
合
と
連
携
し
「
浜
の
活

力
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
種
苗
放

流
、
漁
場
整
備
に
よ
る
水
産
資
源
の

増
殖
を
図
る
ほ
か
、
漁
業
近
代
化
資

金
利
子
補
給
に
よ
る
漁
業
経
営
の
改

善
、
漁
協
施
設
の
修
繕
な
ど
へ
の
支

援
、
外
国
人
漁
業
研
修
生
受
入
対
策

に
よ
る
担
い
手
確
保
な
ど
、
多
方
面

か
ら
地
域
水
産
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

漁
協
施
設
の
修
繕
な
ど
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
長
島
港
魚
市
場
の
桟
橋
修

繕
、
海
野
漁
港
の
照
明
灯
修
繕
、
引

本
湾
の
養
殖
共
同
利
用
施
設
な
ど
７

カ
所
の
修
繕
に
支
援
し
ま
す
。

　

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

に
よ
り
、
藻
場
の
食
害
生
物
の
駆
除

や
漁
場
環
境
の
保
全
活
動
を
支
援

し
、
効
率
的
に
漁
場
の
再
生
を
進
め

ま
す
。

　

内
水
面
に
お
い
て
は
、
銚
子
川
環

境
保
全
会
が
取
り
組
む
河
川
環
境
の

保
全
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
は
、

み
え
熊
野
古
道
商
工
会
が
実
施
す
る

事
業
に
対
す
る
助
成
や
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
の
安
定
と
改
善
の
た
め

実
施
し
て
い
る
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
資
金
に
対
す
る
利
子
補
給
、
創

業
支
援
制
度
と
し
て
の
保
証
料
補
助

を
実
施
し
、
中
小
企
業
の
労
働
生
産

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
先
端
設
備

等
導
入
計
画
の
認
定
を
受
け
た
中
小

企
業
の
設
備
投
資
を
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
の
総
合
的
な
活
性
化
を
推
進

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
住
環
境
を

向
上
し
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る

た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

補
助
を
行
い
ま
す
。

　

物
産
振
興
事
業
で
は
、
紀
北
町
ブ

ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
の
活
動
を
支
援

し
、
地
域
産
品
の
高
付
加
価
値
化
を

進
め
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

な
ど
で
の
物
産
Ｐ
Ｒ
に
も
引
き
続
き

努
め
ま
す
。

　

紀
北
町
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
運
用
を
行
い
、
寄
附
金

を
地
域
の
活
性
化
施
策
な
ど
に
有
効

活
用
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進
し

ま
す
。
特
産
品
の
返
礼
が
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
な
る
特
産
品
の
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
販
路
拡
大
な
ど

地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

始
神
テ
ラ
ス
へ
の
観
光
案
内
人
の

設
置
を
継
続
し
、
ま
ち
な
か
へ
の
誘

客
を
進
め
、
両
道
の
駅
と
連
携
し
、

入
込
客
の
増
加
を
目
指
す
ほ
か
、
物

産
販
売
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を
行

い
、
町
内
産
品
の
消
費
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
振
興
施
策
に
つ
い
て
は
、
紀

北
町
を
目
的
地
と
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
町
の
さ
ら
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
を

進
め
る
と
と
も
に
、
常
に
新
し
い
情

報
の
発
信
や
話
題
性
の
あ
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
よ
り
紀
北
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
た
め
、
Ｐ
Ｒ
用
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
番
組
の
制
作
、
観
光
協
会
へ
の
観

光
振
興
Ｐ
Ｒ
活
動
事
業
な
ど
に
対
す

る
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
奇
跡
の
清
流 

銚
子
川
」
を
は
じ

め
と
す
る
魅
力
的
な
「
海
」・「
山
」・

「
川
」
の
自
然
環
境
保
全
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
自
然
体
験
型
環
境
学

習
、
体
験
型
観
光
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

仮
称
で
す
が
、「
三
重
県
ジ
ャ
パ

ン
エ
コ
ト
ラ
ッ
ク
推
進
協
議
会
」
の

設
立
を
契
機
に
、
県
・
関
係
市
町
全

体
で
自
然
体
験
の
促
進
に
よ
り
地
域

全
体
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
を
行
い
、
外
部
か
ら
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
観
光
振
興
な
ど
に
よ
り
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

心
豊
か
に
夢
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち

◆
教
育
に
つ
い
て

　

幼
児
教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
友
だ
ち
と
の
関

わ
り
な
ど
、
幼
稚
園
・
保
育
園
で
の

集
団
生
活
の
中
で
自
発
的
な
活
動
を

促
し
、
発
達
に
必
要
な
豊
か
な
経
験

を
通
じ
て
「
生
き
る
力
」
を
育
み
、

家
庭
と
の
連
携
を
深
め
、
基
本
的
な

生
活
習
慣
と
協
調
性
を
育
む
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、「
生

き
る
力
」
の
育
成
の
た
め
、「
確
か

な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な

体
」
の
調
和
を
重
視
し
た
教
育
を
推

進
し
、
能
力
や
可
能
性
を
最
大
限
に

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
特
別
支
援
教

育
、
地
域
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
、
学
校
施
設
の
整
備
を

行
い
、
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

　

情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
う
教
育

分
野
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

幼
稚
園
教
育
や
一
時
預
か
り
保
育

な
ど
に
対
応
し
、
た
く
ま
し
い
心
と

体
を
育
む
幼
児
教
育
の
充
実
に
努
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め
、
幼
児
期
に
学
ん
だ
経
験
が
義
務

教
育
へ
と
円
滑
に
つ
な
が
る
よ
う
、

幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
と
の
連

携
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
「
紀
北
町
子
ど
も
の
い
じ
め
の
防

止
等
に
関
す
る
条
例
」
の
理
念
に
基

づ
き
、子
ど
も
が
安
心
し
て
生
活
し
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
全
て
の
小
・
中
学
校
に
お
い

て
学
級
満
足
度
調
査
を
実
施
し
、
い

じ
め
の
早
期
発
見
に
も
努
め
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
の
学
校
生
活
に
お
け

る
満
足
感
や
安
心
感
、
学
習
意
欲
な

ど
、
児
童
生
徒
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、
個
に
応
じ
た
指
導
を
進

め
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、

平
成
32
年
度
よ
り
小
学
校
５
・
６
年

生
に
お
け
る
外
国
語
活
動
が
教
科
化

さ
れ
る
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
４
名
体
制
を
継
続
し
、
英

語
教
材
の
整
備
な
ど
次
期
学
習
指
導

要
領
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
推

進
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
、
地

域
未
来
塾
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
学
習
支
援
、
学
校
環
境
整
備
、

学
習
教
育
活
動
な
ど
を
行
い
、学
校
、

家
庭
、
地
域
住
民
な
ど
の
相
互
の
連

携
協
力
の
強
化
の
も
と
、
町
全
体
で

子
ど
も
を
育
ん
で
い
く
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紀

北
中
学
校
を
除
き
紀
伊
長
島
地
区
の

学
校
給
食
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
津
波
浸
水
区
域
外

で
あ
る
、
赤
羽
地
区
に
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
施
策

　

生
涯
学
習
講
座
や
公
民
館
講
座
、

パ
ソ
コ
ン
講
座
な
ど
の
学
習
機
会
の

充
実
に
努
め
、
自
主
的
な
学
習
を
支

援
し
、
拠
点
と
な
る
公
民
館
や
図
書

室
な
ど
の
施
設
の
適
正
な
整
備
や
維

持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

青
少
年
の
育
成
で
は
、文
化
、自
然
、

体
育
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
提

供
す
る
い
き
い
き
子
ど
も
学
園
を
開

催
し
、
子
ど
も
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
青
少
年

育
成
連
絡
会
議
な
ど
の
関
係
団
体
と

連
携
し
て
、
街
頭
指
導
や
パ
ト
ロ
ー

ル
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
を
推
進
し
、

親
子
共
同
体
験
や
家
庭
教
育
に
関
す

る
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
適
正
な
管
理
を
行

い
、
体
育
協
会
な
ど
の
関
係
団
体
の

支
援
、
権
兵
衛
の
故
郷
走
ろ
う
大
会

や
町
民
駅
伝
大
会
な
ど
の
開
催
、
ス

ポ
ー
ツ
体
験
教
室
な
ど
に
よ
る
ス
ポ

ー
ツ
機
会
の
提
供
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
推
進
と
し
て

は
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
・
拡
大

の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
宿
泊
施

設
の
予
約
な
ど
を
一
元
化
、
最
適
な

合
宿
プ
ラ
ン
を
提
供
、
合
宿
雑
誌
へ

の
広
告
、
合
宿
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ

ラ
シ
を
活
用
し
て
、県
内
外
の
高
校
・

大
学
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致

を
進
め
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
開
催
す
る
大

会
の
支
援
や
町
長
杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
に
三
重
県
で
開
催
さ

れ
る
第
76
回
国
民
体
育
大
会
「
三
重

と
こ
わ
か
国
体
」
を
契
機
に
町
民
の

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
よ
り
一
層
高

め
、
町
民
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く

り
に
大
き
く
寄
与
す
る
よ
う
努
め
ま

す
。
こ
れ
ら
の
業
務
を
支
援
す
る
新

た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
も

行
う
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
健
康

増
進
に
総
合
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
文
化
・
芸
術
に
つ
い
て

　

文
化
団
体
に
対
し
て
創
作
活
動
の

場
や
町
民
文
化
展
、
芸
能
大
会
な
ど

成
果
発
表
の
場
の
提
供
な
ど
に
よ
り

文
化
・
芸
術
活
動
を
支
援
し
、
一
流

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
に
よ
る
演
奏

会
、
演
芸
会
、
美
術
展
を
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、
優
れ
た
文
化
・
芸
術

に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。
町
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指
定
文
化
財
な
ど
の
貴
重
な
文
化
遺

産
に
つ
い
て
は
、
保
全
と
保
護
に
努

め
、
住
民
へ
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
世
界
遺
産
の
熊
野
古
道
に
つ

い
て
は
、
熊
野
古
道
・
世
界
遺
産
登

録
15
周
年
を
機
に
、
町
民
文
化
展
や

企
画
展
に
よ
り
改
め
て
世
界
遺
産
熊

野
古
道
の
価
値
と
魅
力
を
町
内
外
に

発
信
し
ま
す
。
子
ど
も
・
若
者
な
ど

の
次
世
代
に
守
り
伝
え
て
い
く
た

め
、
講
演
会
や
講
座
の
開
催
、
小
・

中
学
校
の
熊
野
古
道
学
習
へ
の
語
り

部
の
派
遣
に
加
え
、
各
中
学
校
で
講

演
会
を
開
催
し
地
域
の
魅
力
を
提
供

し
、
自
信
と
誇
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

保
存
会
な
ど
と
連
携
し
て
熊
野
古

道
や
そ
の
周
辺
環
境
の
維
持
・
保
全

に
努
め
、
地
元
企
業
に
よ
る
保
全
活

動
の
促
進
な
ど
、
熊
野
古
道
の
保
存

と
継
承
に
努
め
ま
す
。

と
も
に
担
う
参
画
と
協

働
の
ま
ち

　

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
高
度
化
、
多

様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

自
立
し
た
ま
ち
を
創
造
・
経
営
し
て

い
く
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

の
協
働
に
よ
り
町
政
の
運
営
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

中
心
的
役
割
を
担
う
自
治
会
の
活

動
拠
点
で
あ
る
集
会
所
に
つ
い
て
、

一
定
の
支
援
策
を
講
じ
ま
す
。

　

行
政
活
動
の
報
告
や
、
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
町
政

の
運
営
を
進
め
る
た
め
「
紀
北
町
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
置
し
、
現

在
２
期
目
の
委
員
の
皆
さ
ま
に
よ
る

議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

31
年
度
に
は
い
た
だ
い
た
提
言
に
つ

い
て
、
委
員
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
審
議
会
や
各
種
委
員
会
へ
の
女

性
の
参
画
を
進
め
る
こ
と
で
、
女
性

の
方
々
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
に
加
え
、
各
種
方
面
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を
参
考
と
し

て
、
紀
北
町
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
し
ま
す
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上

を
図
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
の
キ
オ
ス
ク
端
末
を
活
用

し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
、

い
つ
で
も
全
国
で
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
税
証
明
書
、
戸

籍
証
明
書
な
ど
を
簡
易
に
取
得
で
き

る
よ
う
整
備
し
ま
す
。
船
津
出
張
所

が
著
し
く
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
船
津
出
張
所
と
中
里
集
会
所
と

の
一
体
整
備
を
図
り
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
機
能
を
存
続
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
迅
速
で
分
か
り

や
す
い
情
報
を
提
供
し
、
住
民
と
行

政
と
の
協
働
体
制
の
確
立
を
進
め
る

た
め
、
広
報
紙
、
行
政
放
送
番
組
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
、
さ
ら
な
る
行
政
情
報
の
発
信

に
努
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

人
口
減
少
傾
向
が
続
く
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
中
、
地
域
の
活
性
化
を
よ

り
一
層
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
空
き
家
バ
ン
ク
の
充

実
を
図
り
、
地
域
の
情
報
発
信
、
都

市
部
で
行
わ
れ
る
移
住
フ
ェ
ア
へ
の

参
加
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
の

実
施
、
移
住
体
験
施
設
を
備
え
る
な

ど
定
住
・
移
住
対
策
に
総
合
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

結
び
に

　

紀
北
町
第
２
次
総
合
計
画
の
将
来

像
、「
み
ん
な
が
元
気
！
紀
北
町
〜
豊

か
な
自
然
、
に
ぎ
わ
い
と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
〜
」、
の
実
現
に
向
け
、

紀
北
町
の
人
、
地
域
、
産
業
や
各
種

団
体
、
活
動
な
ど
全
て
が
元
気
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
、
自
然
と
共
生
す

る
「
安
全
・
安
心
」
な
暮
ら
し
を
基

本
と
し
、「
に
ぎ
わ
い
」
の
あ
る
「
人・

地
域
の
元
気
」
を
生
み
出
す
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
の
次
の
時
代
の
ス
タ
ー
ト
の

年
、
新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
た
変
化

を
重
ね
、
町
民
の
負
託
に
お
応
え
で

き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
議
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

町
民
の
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
支

援
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
施

政
方
針
と
し
ま
す
。
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「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制
度
は
、
町
内

に
あ
る
空
き
家
を
所
有
者
の
方
か
ら

登
録
し
て
も
ら
い
、
空
き
家
の
購
入
・

賃
借
を
希
望
す
る
方
に
情
報
を
提
供

す
る
制
度
で
す
。

　

空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い

と
お
考
え
の
方
、
町
内
で
お
住
ま
い

を
お
探
し
の
方
、
ぜ
ひ
空
き
家
バ
ン

ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

空
き
家
を
売
り
た
い
・

貸
し
た
い
方

◆
空
き
家
登
録
の
流
れ

①
登
録
の
申
し
込
み

・
空
き
家
登
録
申
請
書

・
空
き
家
登
録
カ
ー
ド

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本
人
確
認

が
で
き
る
書
類
の
写
し
（
運
転
免
許

証
な
ど
）
を
添
え
て
本
庁
企
画
課
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

②
現
地
調
査

　

町
職
員
お
よ
び
担
当
の
仲
介
業
者

（
宅
地
建
物
取
引
業
者
）
が
現
地
確
認

を
行
い
ま
す
。

※

不
動
産
の
権
利
関
係
が
複
雑
な
場

合
や
、
大
規
模
な
修
繕
が
必
要
な
場

合
な
ど
、
状
況
に
よ
っ
て
は
登
録
を

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
登
録
物
件
の
公
開

　

調
査
後
、
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
登

録
者
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

な
ど
で
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

空
き
家
を
買
い
た
い
・

借
り
た
い
方

　

空
き
家
情
報
の
概
要
は
、随
時
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
気
に
な
る
物
件
が
あ
れ
ば
、
利

用
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

交
渉
・
契
約
は
利
用
登
録
を
完
了

し
た
方
の
み
が
行
え
ま
す
。

契
約
手
続
き
に
つ
い
て

　

町
は
物
件
情
報
の
紹
介
の
み
を
行
っ

て
お
り
、
交
渉
・
契
約
に
つ
い
て
は
仲

介
業
者
を
介
し
て
行
い
ま
す
。
成
約
の

際
に
は
仲
介
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
関
連
補
助
金

◆
空
き
家
は
あ
る
け
ど
、
片
づ
け
や

掃
除
が
た
い
へ
ん

「
空
き
家
登
録
促
進
補
助
金
」
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
空
き
家
の
清
掃
や
、

残
っ
て
い
る
家
財
道
具
の
搬
出
、
敷

地
内
の
樹
木
を
伐
採
す
る
作
業
な
ど

を
、町
内
の
業
者
に
委
託
し
て
行
う
場

合
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
額

上
限 

２
５
，
０
０
０
円 

／ 

件

助
成
件
数

10
件
程
度
（
予
算
25
万
円
の
範
囲
内
）

※

着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
空
き
家
を
契
約
し
た
い
け
ど
、
少

し
だ
け
修
理
し
た
い

「
空
き
家
改
修
補
助
金
」
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て

売
買
ま
た
は
賃
貸
の
契
約
を
行
っ
た

空
き
家
の
改
修
工
事
を
、
町
内
の
建

設
業
者
の
施
工
で
行
う
方
に
工
事
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　

上
限
10
万
円
／
件

補
助
率　

２
分
の
１
以
内

補
助
件
数

５
件
程
度
（
予
算
50
万
円
の
範
囲
内
）

※

着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
県
外
か
ら
の
移
住
者
と
空
き
家
の

売
買
・
賃
貸
契
約
を
さ
れ
た
、
ま
た

は
さ
れ
る
予
定
の
方

「
移
住
促
進
の
た
め
の
空
き
家
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
補
助
金
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
三
重
県
外
に
居

住
し
て
い
る
方
で
、
紀
北
町
に
移
住

を
す
る
方
（
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
）
や
、

移
住
を
す
る
方
に
空
き
家
を
貸
す
方

が
町
内
の
空
き
家
・
空
き
建
築
物
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

※

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン…

入
居
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
住
宅
の
機
能
・
性

能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
改

修
工
事

補
助
金
額

上
限 

１
０
０ 

万
円 

／ 

件

補
助
率　

３
分
の
１
以
内

※

着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
地
域
内
に
空
き
家
が
た
く
さ
ん
あ

る
け
ど…

「
空
き
家
登
録
奨
励
金
」
制
度
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
自
治
会
か
ら
空
き
家

所
有
者
に
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

を
促
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
空
き
家

が
成
約
し
た
場
合
、
自
治
会
へ
奨
励

金
を
支
給
し
ま
す
。

奨
励
金　

２
０
，
０
０
０
円 

／ 

件

予
算　

10
万
円
（
５
件
分
）

各
制
度
の
詳
し
い
内
容
や
申
請
条
件

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
企
画
課
企
画
係

℡（
46
）
３
１
１
３

紀
北
町
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

空き家の持ち主 利用希望者

※空き家バンクイメージ図

契約

仲介 宅地建物取引業者

登録 登録空き家
バンク

町からのおしらせ　～ Information ～
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狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
６
月
30
日
（
日
）
ま

で
に
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
町
で
も
、
左
記
の
と
お
り

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
越
し
の

際
は
、
す
で
に
お
届
け
し
て
い
る
案

内
は
が
き
と
手
数
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
は
が
き
が
な
い
場
合
で
も
、
注
射

は
可
能
で
す
。
３
月
中
に
は
が
き
が

届
か
な
か
っ
た
方
は
、
本
庁
環
境
管

理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

会
場
で
の
か
み
つ
き
事
故
な
ど
は
、

全
て
飼
い
主
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
頭
あ
た
り
の
料
金

３
，
２
０
０
円

※

注
射
済
票
交
付
手
数
料
を
含
む

登
録
に
つ
い
て

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
は
生

涯
に
一
度
「
登
録
」
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
未
登
録
の
犬
を
飼
わ

れ
て
い
る
方
は
、
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

登
録
受
付
場
所

○
本
庁
環
境
管
理
課

○
海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

○
は
っ
と
り
動
物
病
院

○
お
わ
せ
動
物
ク
リ
ニ
ッ
ク

※

住
所
や
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
、

犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
本
庁
環
境

管
理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

手
数
料
（
１
頭
あ
た
り
）

新
規
登
録　
　

３
，
０
０
０
円

鑑
札
再
交
付　

１
，
６
０
０
円

犬
の
転
入
無
料
（
登
録
済
み
の
場
合
）

届
出
内
容
変
更　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課
環
境
管
理
係

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

環
境
管
理
係

℡（
32
）
３
９
０
４

三
重
県
尾
鷲
保
健
所

℡（
23
）
３
４
６
１

守
り
ま
し
ょ
う
！

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

●
適
切
な
し
つ
け
を

　

か
み
癖
、
無
駄
ぼ
え
な
ど
の
問
題

行
動
は
、
飼
い
主
の
責
任
に
な
り
ま

す
。
愛
情
を
も
っ
て
し
つ
け
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

●
ふ
ん
の
始
末
は
き
ち
ん
と

　
「
犬
の
ふ
ん
」
に
関
す
る
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

必
ず
回
収
し
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

●
放
し
飼
い
は
禁
止

　

犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
リ
ー
ド

（
引
き
綱
）
で
つ
な
ぎ
、
制
御
の
で
き

る
方
が
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
繁
殖
を
望
ま
な
い
と
き
は
不
妊
・

去
勢
手
術
を

　

望
ま
な
い
妊
娠
を
避
け
ら
れ
る
ほ

か
、
一
部
の
病
気
や
問
題
行
動
の
予

防
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
犬
が
逃
げ
た
ら
連
絡
を

　

万
が
一
、
飼
い
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ

た
と
き
は
、す
ぐ
に
保
健
所
、警
察
署
、

本
庁
環
境
管
理
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
登
録
時
に
お
渡
し
す
る
鑑
札
を

首
輪
に
つ
け
て
お
く
と
、
保
護
さ
れ

た
場
合
、
早
く
飼
い
主
の
元
に
帰
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

町からのおしらせ　～ Information ～

狂
犬
病
予
防
注
射
と

犬
の
適
正
飼
育
に
つ
い
て

４４
月
15
日
（
月
）

４
月
16
日
（
火
）

４
月
19
日
（
金
）

４
月
18
日
（
木
）

8:30
9:00
9:20
9:50
10:10
10:30
10:50
11:10
11:30
11:45
8:30
8:50
9:10
9:40
10:10
10:35
10:55
11:15
11:35
9:00
9:20
9:40
10:05
10:25
10:45
11:05
11:30
9:00
9:25
9:45
10:05
10:25
10:45

11:10

8:45
9:10
9:40
10:00
10:20
10:45
11:05
11:20
11:35
11:55
8:40
9:00
9:30
9:55
10:25
10:45
11:05
11:25
11:55
9:10
9:30
9:55
10:15
10:35
10:55
11:20
12:00
9:15
9:35
9:55
10:15
10:35
11:00

11:30

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～

島勝漁村センター
白浦集会所
矢口浦集会所
長浜集会所
引本公民館
海山体育館
コミュニティセンター相賀
汐見集会所
便ノ山多目的集会施設
小山浦区民会館
船津集会所
新田多目的集会施設
上里福祉会館
馬瀬多目的集会施設
三浦公民館
道瀬公民館
自然休養村管理センター
コミュニティセンター海野会館
中ノ島会館
此ヶ野集会所
大原集会所
赤羽公民館
農村婦人の家
志子奥集会所
田山集会所
山本集会所
東長島公民館
出垣内集会所
片上 2区集会所
名倉集会所
呼崎集会所
中州集会所
多目的会館

紀伊長島体育館跡地
（紀北町地域振興会館付近）

平成31年度
犬登録・狂犬病予防注射日程表

必
ず
受
け
て
！



12広報きほく2019年4月号

　

５
月
は
、
ガ
ラ
ス
・
陶
器
類
や
金

属
類
、
古
紙
な
ど
の
資
源
ご
み
収
集

日
が
他
の
月
よ
り
一
週
間
ず
れ
て
の

実
施
と
な
り
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
に
配
布
済
み
の
「
平
成

31
年
度
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課
廃
棄
物
対
策
係

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室
環
境
管

理
係

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
47
）
２
８
８
０

海
山
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

℡（
36
）
１
３
１
３

◆
ゾ
ー
ン
30
と
は

　

歩
行
者
な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
、
区
域(

ゾ
ー
ン)

を
定
め
て

最
高
速
度
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
毎
時
の

速
度
規
制
や
路
面
標
示
の
設
置
な
ど

を
行
い
、
歩
行
者
優
先
や
ゾ
ー
ン
内

の
車
両
の
速
度
、
通
り
抜
け
車
両
抑

制
を
図
る
生
活
道
路
対
策
で
す
。

　

紀
北
町
立
相
賀
小
学
校
周
辺
が

【
ゾ
ー
ン
30
】
の
区
域
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
警
察
署

℡（
25
）
０
１
１
０

本
庁
危
機
管
理
課

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
係

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

総
務
・
防
災
対
策
係

℡（
32
）
３
９
０
１

町からのおしらせ　～ Information ～

５
月
は
ご
み
収
集
日
が
異
な
り
ま
す

【
水
曜
日
の
収
集
は
第
２
週
か
ら
】

【
ゾ
ー
ン
30
】
の

区
域
を
定
め
ま
し
た

5 月の各地区収集日（水曜日に収集するごみ）

ゴールデンウィーク中（4月27日～5月6日）の各施設営業日

収集地区 金属類の日ガラス・
陶器類の日 古紙の日

西長島・三野瀬・東長島・赤羽
8日

（第 2水曜日）
22 日

（第 4水曜日）

15 日
（第 3水曜日）

29 日
（第 5水曜日）

※可燃ごみは通常どおりの収集です。

8日
（第 2水曜日）

15 日
（第 3水曜日）

相賀・渡利・本地・桧町・桜町・汐見・
前柱・小浦

15 日
（第 3水曜日）

22 日
（第 4水曜日）引本浦・上里・鯨・馬瀬・河内・細野

22 日
（第 4水曜日）

29 日
（第 5水曜日）島勝浦・白浦・矢口浦・長浜

29 日
（第 5水曜日）

8日
（第 2水曜日）

船津・中新田・新田・中里・小松原・小山浦・
藤ノ木・便ノ山・宇山・鷲下・木津

施　　設 営　業　日
紀伊長島リサイクルセンター 4月 29 日（月）～ 5月 3日（金）、5月 6日（月）

海山リサイクルセンター
4月 27 日（土）※正午まで、4月 29 日（月）～ 5月 3日（金）
5月 4日（土）※正午まで、5月 6日（月）

※環境衛生センター、海山不燃物処理場は休業です。

相賀駅

相
賀
小
学
校
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障
が
い
を
持
つ
方
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り
軽

自
動
車
（
軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自

転
車
な
ど
）
の
税
金
が
、
１
台
に
限

り
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

普
通
自
動
車
な
ど
（
県
税
）
で
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

◆
減
免
が
受
け
ら
れ
る
範
囲

軽
自
動
車
が
障
が
い
を
持
つ
方
の
名

義
で
あ
る
こ
と

※

18
歳
未
満
の
場
合
、
各
種
手
帳
に

記
載
さ
れ
た
保
護
者
の
名
義
で
も
可

◆
減
免
対
象
と
な
る
条
件

○
本
人
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

○
家
族
運
転
の
場
合
は
、
次
の
条
件

を
全
て
満
た
す
こ
と

・
生
計
を
一
に
し
て
い
る

・
身
体
に
障
が
い
を
持
つ
方
の
通
院
、

通
学
、
通
所
ま
た
は
生
業
の
た
め
に

使
用
し
て
い
る

・
月
４
回
以
上
使
用
し
て
い
る

・
お
お
む
ね
６
カ
月
以
上
に
わ
た
っ

て
継
続
的
に
使
用
し
て
い
る

○
介
護
者
運
転
の
場
合
は
、
身
体
に

障
が
い
を
持
つ
方
の
み
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
の
方
を
常
時
介
護
す
る
方
が
、

身
体
に
障
が
い
を
持
つ
方
の
た
め
に

軽
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と
が
条
件

で
、
週
３
回
以
上
か
つ
１
年
以
上
に

わ
た
っ
て
継
続
的
に
使
用
し
て
い
る

こ
と

◆
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

①
減
免
申
請
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療

育
手
帳
な
ど

③
認
め
印

④
運
転
免
許
証　

⑤
車
検
証

⑥
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド

⑦
使
用
目
的
の
証
明
書
（
通
院
証
明

書
な
ど
）

※

本
人
運
転
の
場
合
は
、⑦
の
書
類
は

不
要

※
前
年
度
も
減
免
を
受
け
て
い
る
方

で
、
前
年
の
状
況
と
同
じ
場
合
に
は

②
④
⑤
⑦
の
書
類
は
不
要

◆
申
請
期
間

４
月
１
日
（
月
）
〜
５
月
31
日
（
金
）

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

固
定
資
産
税
の

縦
覧
に
つ
い
て

　

土
地
、
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方

な
ど
は
、
固
定
資
産
税
の
算
定
基
礎

に
な
る
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲

覧
が
で
き
ま
す
。

◆
縦
覧
場
所

本
庁
税
務
課

海
山
総
合
支
所
住
民
室

◆
縦
覧
期
間

４
月
１
日
（
月
）
〜
５
月
31
日
（
金
）

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
縦
覧
で
き
る
方

　

町
内
に
所
在
す
る
土
地
家
屋
の
固

定
資
産
税
の
納
税
者
、
そ
の
家
族
な

ど
の
代
理
権
（
委
任
状
な
ど
が
必
要
）

を
有
す
る
方

※

来
庁
時
は
、
本
人
確
認
の
で
き
る

も
の
、
代
理
の
と
き
は
、
代
理
人
本

人
を
確
認
で
き
る
も
の
と
委
任
状
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

町
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

町
税
は
、
公
共
施
設
の
整
備
や
、

社
会
保
障
・
教
育
の
充
実
、
地
域
振

興
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財

源
で
す
。

　

納
め
忘
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と「
滞
納
」と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
と
の

税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
税
額
に

加
え
て
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
平
日
は
仕
事
が
あ
る
の
で
納
付
に

行
く
時
間
が
な
い
」、「
今
は
病
院
に

入
院
し
て
い
て
納
付
に
行
け
な
い
」

な
ど
、
自
主
納
付
が
困
難
な
方
は
口

座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
税
務
課
課
税
係

℡（
46
）
３
１
１
８

海
山
総
合
支
所
住
民
室
税
務
係

℡（
32
）
３
９
０
２

町からのおしらせ　～ Information ～

軽
自
動
車
税
の
減
免
・
固
定
資
産
の
縦
覧
・
町
税
の
納
付
に
つ
い
て
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春
に
な
り
運
動
を
始
め
て
み
よ
う

と
考
え
て
い
る
方
、
紀
北
健
康
セ
ン

タ
ー
（
K
K
C
）
で
一
緒
に
汗
を
流

し
ま
せ
ん
か
？

　

K
K
C
に
は
い
ろ
い
ろ
な
運
動
が

で
き
る
よ
う
に
、
大
き
く
分
け
て
３

つ
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

◆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
バ
イ
ク
な
ど
の

有
酸
素
系
器
具
、
全
身
の
部
位
ご
と

に
負
荷
を
か
け
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
筋
力
系
器
具
を
各
種
備
え

て
い
ま
す
。

◆
ス
タ
ジ
オ

　

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
ヨ
ガ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ガ
チ
ン

コ
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
ジ
ム
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
運
動
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
プ
ー
ル

　

温
水
で
１
年
中
使
用
で
き
る
25
ｍ

プ
ー
ル
、
手
す
り
付
き
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
専
用
プ
ー
ル
、
運
動
後
に
ゆ
っ

た
り
と
休
憩
で
き
る
ジ
ャ
グ
ジ
ー
が

あ
り
ま
す
。

○
自
分
の
ペ
ー
ス
で

○
楽
し
む
こ
と
で
長
続
き

○
慣
れ
る
ま
で
「
楽
に
感
じ
る
」
強

さ
で

○
ま
ず
は
30
分
を
目
標
に

　

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
誰
で
も
手

軽
に
始
め
ら
れ
ま
す
。

　

K
K
C
は
屋
内
プ
ー
ル
の
た
め
天

候
に
左
右
さ
れ
ず
、
雨
の
多
い
梅
雨

や
、
日
差
し
が
き
つ
く
日
焼
け
や
熱

中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
夏
、
寒
く

て
外
を
歩
き
た
く
な
い
冬
な
ど
で
も

気
軽
に
行
え
ま
す
。

　

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ふ
わ
ふ

わ
と
身
体
が
浮
く
感
じ
で
気
持
ち
が

良
い
の
で
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無
理

の
な
い
運
動
を
始
め
る
に
は
最
適
で

す
。
つ
い
つ
い
長
い
時
間
歩
い
て
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
時

間
を
決
め
無
理
の
な
い
運
動
を
続
け

ま
し
ょ
う
。

水
中
運
動
の
メ
リ
ッ
ト

○
浮
力
で
体
が
浮
く
の
で
、
ひ
ざ
や
腰

へ
負
担
を
か
け
ず
運
動
が
で
き
ま
す
。

○
適
度
の
水
圧
が
か
か
る
た
め
、
血

液
の
循
環
が
よ
く
な
り
、
肺
活
量
も

陸
上
の
８
〜
９
割
に
減
る
の
で
呼
吸

機
能
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
水
の
抵
抗
が

あ
る
の
で
、
全
身
の
筋
肉
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
鍛
え
ら
れ
、
手
を
動
か
す
な

ど
水
の
抵
抗
に
よ
り
自
分
で
運
動
の

負
荷
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
体
が
体
温
を
一
定
に
保
と
う
と
す

る
こ
と
だ
け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費

さ
れ
ま
す
。
体
を
動
か
し
体
温
を
上

げ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
消

費
カ
ロ
リ
ー
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
さ
ま

の
健
康
づ
く
り
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー

℡（
31
）
０
２
１
０

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

℡（
46
）
３
１
２
５

町からのおしらせ　～ Information ～

紀
北
健
康
セ
ン
タ
ー
で
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

運
動
を
安
全
に
、
効
果
的
に

続
け
る
ポ
イ
ン
ト

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

つ
い
て
ご
紹
介
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けんこうの広場

　
　

生年月日対象

65 歳

70 歳

75 歳

80 歳

85 歳

90 歳

95 歳

100 歳

100歳以上

昭和 29年4月 2日～昭和30年 4月1日生

昭和 24 年4月 2日～昭和25 年 4月1日生

昭和 19年4月 2日～昭和20年 4月1日生

昭和 14 年4月 2日～昭和15 年 4月1日生

昭和   9 年4 月 2日～昭和10年 4月1日生

昭和   4 年4 月 2日～昭和   5 年 4月1日生

大正 13 年4月 2日～大正 14 年 4月1日生

大正   8 年4 月 2日～大正   9 年 4月1日生

大正 8 年 4月 1日以前

　昨年度に引き続き、事業主を含め従事者５名以上の町内に所在する事業所を対象に、「ちょい減らし +10 チャレ
ンジ」の取り組み事業所を募集します。詳しくは下記までお問い合わせください。

平成31年度「ちょい減らし+10チャレンジ」の取り組み事業所も募集します！！

平成 31年度

「ちょい減らし+10チャレンジ」参加者募集！！
町では今日から実践できる生活習慣の改善方法「ちょい減らし＋10」を推進しています。

「ちょい減らし＋10」とは？
生活習慣病の予防や健康の維持・増進のために、とりすぎている塩分・糖分・カロリー・ア

ルコールなどをちょっと減らして、今より10 分多く体を動かすことをいいます！これを実践

するために、町では今月から平成 31 年度の「ちょい減らし+10 チャレンジ」を開催します。

  実施期間
４月１日（月）～ 2020 年 2 月 28 日（金）

  チャレンジ参加方法
①ちょい減らし +10 チャレンジの記録表に、自分に合った「ちょい減らししたい食事の目標」と「+10 したい運動の目標」

を記入してください。目標はそれぞれ 3 項目まで記入することができます。 

※目標が立てにくい方はチラシに記載してある「ちょい減らし +10 チャレンジ目標設定例」を参考にしてください。

②それぞれの目標のうち、1 つでも達成できた日は、記録表に○印を付けてください。

③記録表を提出していただくと、達成100日ごとに、記念品をプレゼントします。提出は、100 日ごとでも 3 月にまとめ

ての提出でも可能です。最終は、3 月 2 日（月）～ 31 日（火）の間に必ず提出してください。

  記録表の配布場所
本庁福祉保健課または海山総合支所福祉環境室、各出張所

※紀北町のホームページの「ちょい減らし +10 チャレンジ」のページからダウンロードできます。

【対象】

　今までに肺炎球菌ワクチン（23 価肺炎球菌芙膜ポリサッカライドワクチ

ン）を接種したことがない方で、次の表の生年月日の方、および 60 歳以上

65 歳未満の方で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイ

ルスによる免疫の機能に障害を有する方が対象となります。

【実施期間】2020 年３月 31 日まで

【自己負担金】3,000 円（生活保護の方は無料）

【持ち物】健康保険証

※紀北町または尾鷲市以外の医療機関での接種を希望される方は、接種前に予

診票を本庁福祉保健課または海山総合支所福祉環境室で受け取ってください。

※任意の高齢者肺炎球菌ワクチン助成事業は引き続き実施します。平成 31

年度の対象、これまでに定期接種された方、任意接種で助成を受けた方以外

の方で接種された方は、本庁福祉保健課または海山総合支所福祉環境室へワ

クチン接種後、領収書と印鑑、通帳を持参し、申請手続きを行ってください。

平成 31年度定期高齢者肺炎球菌ワクチン接種事業

問い合わせ・申し込み　本庁福祉保健課地域保健係　℡ 46- 3122　海山総合支所福祉環境室福祉保健係　℡32-3904
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第12 回美し国三重市町対抗駅伝
最後までタスキをつなぎ、町の部 3 位入賞！

　2月17日（日）に「第12回美し国三重市町対抗駅伝」が開催され、紀北町チームは過去最高タイムを更新し、町の部 3位に

入賞しました。また、出場以来初めて全区間でタスキがつながる素晴らしい結果を残すことができました。

　町民の皆さまの温かいご声援、ありがとうございました。

山口　桃和　　谷脇　花梨　　東　　翔万　　川口　大介

尾張　藍菜　　上村　紗梨　　濵田　悠成　　山下　礼

濵田　元生　　直江　憲樹　　九嶋　大雅　　東　　海斗

東　　香菜子　加藤　乃莉　　上野　智賀　　疇地　衣美子

岩見　まりん　岩見　きらり　山口　祥太　　沼﨑　照之

森本　次郎（監督）　垣内　元宏（コーチ）

町の部　3位（総合14位）　
タイム　2時間 26 分 51 秒

【開催日】　4月 13 日（土）
【会　場】　長島多目的会館

【タイムスケジュール】
  9：00　　祝賀セレモニー
  9：20　  長島節・ソーラン節
10：00　  餅まき
10：30　  かくし芸大会開始
11：00　  ミニ昭和の縁日開始
13：00　  ふるさとコンサート開始
15：00　  イベント終了

イベント当日会場前は通行止めとなります。

長
島
多
目
的
会
館
完
成
を
記
念
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
！

長島節
ソーラン節
餅まき

かくし芸大会

ミニ昭和の縁日 ふるさとコンサート

祝賀セレモニー

歌・マジック
パントマイム
日本舞踊など

昭和の縁日が、多目的会館
に戻ってきます。楽しいゲ
ームの店がいっぱい。

懐かしい昭和歌謡
やフォークソング
をみんなで歌いま
せんか？

【利用の仕方】
利用日の 3 日前までに、申請書を長島多目的
会館事務室に提出してください。
【利用可能時間】　午前 9 時～午後 9 時
【休館日】　月曜日、祝日/ 12月29日～1月3日

午前 9時～午後 5時

研究室
調理室
和　室
ホール 1
ホール 2

1,000 円
1,500 円
1,000 円
1,000 円
1,500 円

4 時間以内
午後 5時～
午後 9時

2,000 円
3,000 円
2,000 円
2,000 円
3,000 円

4 時間以上
1,500 円
2,000 円
1,500 円
1,500 円
2,000 円

改築していました多目的会館は、長島多目的会
館として 4月 13 日から使用可能となります。

長島多目的会館オープニングイベント

長島多目的会館完成 !

使用例

問い合わせ　教育委員会本庁生涯学習課社会教育係　℡ 46- 3125　海山総合支所教育室教育係　℡32-3905

紀北町代表選手
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４月の新刊案内図書室だより
海山図書室から 児童図書室から 紀伊長島図書室から

「うつくしい繭」

「図書名」/著者名

「ノースライト」/横山秀夫
「介錯人」/辻堂魁
「怪物の木こり」/倉井眉介
「皇帝と拳銃と」/倉知淳
「怪盗不思議紳士」/我孫子武丸
「こうして誰もいなくなった」
　　　　　　　　　 /有栖川有栖
「ウズタマ」/額賀澪
「続 横道世之介」/吉田修一
「森遊びの日々」/森博嗣
「ぐうたら農法 土と土壌生物が野
菜をつくる手間のかからない畑の
つくり方」/西村和雄
「（あまり）病気をしない暮らし」
　　　　　　　　　　　 /仲野徹
「日本進化論」/落合陽一
「空をゆく巨人」/川内有緒
「ポートランド 世界で一番住みた
い街をつくる」/山崎満広

櫻木みわ

「えらいこっちゃ
のいちねんせい」

「図書名」/著者名

「ちょうちょ ひらひら」/新井洋行
「えらいこっちゃのようちえん」
　　　　　　　　　 /かさいまり
「ようこそ なぞなぞしょうがっこ
うへ」/北ふうこ
「ルルとララのおまじないクッ
キー」/あんびるやすこ 
「織田信長 乱世の風雲児」
　　　　　　　　　 /楠木誠一郎

★かりた本はかならず返してく
ださい。
☆ 4月は桜、友だちをテーマにし
た展示を行います。

かさいまり

「ノースライト」

「図書名」/著者名

■一般図書
「魔眼の匣の殺人」/今村昌弘
「父と私の桜尾通り商店街」
　　　　　　　　　　 /今村夏子
「自分を好きになりたい。」
　　　　　　　　/わたなべぽん
「うちの猫がまた変なことしてる。
４」/卵山玉子

■児童図書
「寄生虫のサバイバル（1・2）」　
　　　　　　　　 /ゴムドリco．
「ぽこぼう いちねんせい」
　　　　　　　　/喜湯本のづみ
「むれ」/ひろたあきら

横山秀夫

KIHOKU TOWN LIBRARY

●海山図書室および児童図書室
【開室時間】午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

●紀伊長島図書室
【開室時間】火～金 /午前９時～午後６時　
土・日 /午前９時～午後５時　※正午～午後１時閉室
【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

今月のよみきかせの会
はおやすみです。

「よみきかせの会」
（児童図書室）

※返却期間を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室　℡32- 3915　児童図書室　℡33- 0025　紀伊長島図書室　℡47- 3906

三重県学校図書館協議会（SLA）
司書部レファレンス研究会との
連携展示を開催します。

4月2日～5月31日

レファレンス研究会が作成した冊
子『R本』（高校生におすすめした
い小説をテーマ別に集めたブック
リスト）に掲載されている本を展
示するとともに、レファレンス研
究会の活動内容やレファレンス事
例、学校司書の役割等を紹介した
ポスターも展示します。
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

引本ふれあいサロン交流会

　引本ふれあいサロンは、75 歳以上の高齢者を対象に食事やゲームの場などを提供しているボランティア団体ですが、

この日は今年度で閉校となる引本小学校の児童たちを招待し、交流を図りました。

2/14　引本公民館

英語で遊ぼう

　ふなつ幼稚園の園児たちが英語を楽しみながら学びまし

た♪外国語指導助手のニコラス先生がカニの写真を見せる

と、園児たちはカニのマネをしながら、元気に英語で発音

していました。

2/18　ふなつ幼稚園

直江篤樹選手が表敬訪問

　日本水泳連盟がジュニア選手の競技力向上・国際大会経験

などを目的として全国９ブロック（北海道・東北・関東・北

信越・東海・中国・四国・九州）から各４名を選出し、日本

代表チームとして派遣する「2018年度ジュニアブロックシン

ガポール遠征」に本町の直江篤樹くんが選ばれ、その報告に

役場を訪れました。

2/21　本庁舎

2018 年度ジュニアブロックシンガポール遠征へ！
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魚まち散策

　紀伊長島幼稚園の園児たちが長島地区の海岸沿いにある漁師まち、通称 “ 魚まち ” を散策しました。園児たちは昔ながら

の細い路地や地区ごとにつけられたマンボウの看板などに興味津々で、この日ガイドをした古道魚まち歩観会の植田芳男さ

んの話に熱心に耳を傾けていました。

2/25　長島地区

今月号の表紙について

　紀北町での仕事や移住・定住に興味を持ってもらおうと、

地域おこし協力隊の塚越美奈子さんたちが企画したもので、

この日のツアーには、県内をはじめ、愛知県・千葉県から 5

人が参加しました。

きほくの職体験ツアー！

2/16　町内林業編
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矢口
小学校

相賀
小学校

送 る 会
参加した劇や合唱などもあり、来場した保護者や地域住民らからもたくさん拍手がおくられました。

3/1　相賀小学校、3/2　矢口小学校
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６ 年 生 を
2/23　海野小学校、2/23　三浦小学校

各小学校で在校生が今までの感謝を込めた「６年生を送る会」が行われました。6 年生の児童たちも

三浦
小学校

海野
小学校
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西
小学校

引本
小学校

卒 業
本年度で閉校となる引本小学校では、最後の卒業生８人が卒業証書を受け取りました。

3/20　引本小学校、西小学校
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祝 ・
3/8　紀北中学校、潮南中学校

町内の小・中学校で卒業式が行われ、卒業生たちは思い出のいっぱいつまった学び舎を後にしました。

紀北
中学校

潮南
中学校
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応
募
基
準
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す
。

応
募
期
間

随
時

募
集
棟
な
ど

あ
け
ぼ
の
団
地
B
棟
（
相
賀
）

１
戸
（
４
階
・
3
D
K
）

１
２
，
１
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  

１
８
，
１
０
０
円

矢
口
白
越
団
地
（
矢
口
浦
）

３
戸
（
３
階
、
４
階
・
３
D
K
）

１
５
，
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  

２
３
，
２
０
０
円

志
子
団
地
（
島
原
）

１
戸
（
３
階
・
３
D
K
）

１
７
，
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

  

２
６
，
２
０
０
円

※

応
募
基
準
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
建
設
課
管
理
係

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室
土
木
係

℡（
32
）
３
９
０
３

　

地
域
を
自
ら
の
力
で
よ
り
良
く
し

て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
住

民
の
方
々
や
団
体
に
よ
る
身
近
な
地

域
の
活
性
化
や
課
題
の
解
決
に
向
け

た
自
主
的
・
主
体
的
な
取
り
組
み
に

対
し
て
必
要
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
件
数 　

５
件
程
度
（
予
算
50
万
円

　
　
　
　
　

の
範
囲
内
）

補
助
金
額　

上
限 

10
万
円 
／ 

件

募
集
期
限　

４
月
24
日
（
水
）

※

申
請
後
、
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

紀
北
町
民
と
四
條
畷
市
民
の
交
流

を
促
進
し
、
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
し
て
の

交
流
事
業
に
対
し
て
必
要
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
件
数　

１
件
程
度
（
予
算
20
万
円

　
　
　
　
　

の
範
囲
内
）

助
成
金
額　

上
限
20
万
円 

／ 

団
体

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
企
画
課
企
画
係

℡（
46
）
３
１
１
３

応
募
受
付
期
間

４
月
１
日
（
月
）
〜
12
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

募
集
人
員　
　

１
名

入
居
の
条
件

○
紀
北
町
ま
た
は
尾
鷲
市
に
住
居
を

有
す
る
方

○
知
的
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
18
歳

以
上
の
方
（
療
育
手
帳
所
持
者
な
ど
）

15
歳
以
上
18
歳
未
満
の
方
は
、
児
童

相
談
所
長
の
承
認
が
必
要
で
す
。

○
世
話
人
に
よ
る
支
援
に
よ
っ
て
共

同
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
方
で
、

昼
間
、
ホ
ー
ム
以
外
で
活
動
場
所
が

あ
る
方

利
用
料　

月
額　

７
，
０
０
０
円

※

食
費
、
光
熱
水
費
な
ど
が
別
途
必
要

申
込
申
請
書
設
置
場
所

紀
北
作
業
所

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
福
祉
保
健
課

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
係

℡（
46
）
３
１
２
２

紀
北
作
業
所

℡（
36
）
１
６
０
１

　

毎
年
４
月
に
紀
伊
半
島
を
舞
台
に

開
催
し
て
い
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
に

よ
る
イ
ベ
ン
トLa Festa Prim

avera

2
0
1
9
が
、
北
か
ら
南
に
向
か
っ

て
紀
北
町
を
通
過
し
ま
す
。

　

約
70
台
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
参

加
し
、
有
名
人
も
出
場
予
定
で
す
。

日
時　

４
月
20
日
（
土
）

午
前
９
時
25
分
〜
10
時
50
分
ご
ろ

※

時
間
は
道
路
事
情
な
ど
で
前
後
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト

道
の
駅　

紀
伊
長
島
マ
ン
ボ
ウ

競
技
会
場　

役
場
本
庁

　

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉
で
は
、

４
月
１
日
よ
り
１
日
あ
た
り
限
定
１

便
の
無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
本
格
運

行
を
実
施
し
ま
す
！

対
象　

自
動
車
で
の
交
通
手
段
を
持

た
な
い
方

利
用
料　

無
料

利
用
可
能
日

祝
日
を
除
く
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

の
温
泉
営
業
日

※

８
月
お
よ
び
年
末
年
始
は
除
く

利
用
方
法

○
町
内
在
住
の
方

○
利
用
可
能
人
数　

２
〜
５
名

○
入
浴
時
間
は
約
１
時
間

○
利
用
は
週
１
回

○
乗
降
場
所
は
公
共
施
設
、
地
区
集

会
所
、
駅
な
ど

○
利
用
日
の
前
々
日
ま
で
に
き
い
な

が
し
ま
古
里
温
泉
へ
電
話
予
約

○
予
約
受
け
付
け
は
営
業
日
の
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

くらしの情報　～ Living  Information～

建
設
課

町
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

企
画
課

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

商
工
観
光
課

「
友
好
都
市
」

四
條
畷
市
民
と
の
交
流
支
援

福
祉
保
健
課

金
塚
ホ
ー
ム
入
居
希
望
者
募
集

無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス
本
格
運
行

La Festa Prim
avera

2
0
1
9
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無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス
時
間

温
泉
着　

午
後
２
時
30
分

温
泉
発　

午
後
３
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉

℡（
49
）
３
０
８
０

本
庁
商
工
観
光
課
観
光
係

℡（
46
）
３
１
１
５

　

か
ら
だ
と
歯
の
こ
と
何
で
も
電
話

相
談
（
無
料
）
を
行
い
ま
す
。

内
容　

日
頃
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る

「
か
ら
だ
と
歯
に
関
す
る
悩
み
」
に
医

師
・
歯
科
医
師
が
回
答
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話

を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

※

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

当
日
の
相
談
担
当
医
師
の
専
門
領
域

に
よ
り
、
対
応
で
き
る
相
談
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

日
時　

４
月
14
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
保
険
医
協
会

℡
０
５
９
（
２
２
５
）
１
０
７
１

　

介
護
保
険
料
を
普
通
徴
収
で
納
付

の
65
歳
以
上
の
方
に
は
４
月
中
旬
に

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納
付

書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
書
が
届
い
た
方
は
納
期
限
ま

で
に
忘
れ
ず
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
と
納
付
方
法

対
象

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年
金
お
よ

び
遺
族
年
金
が
年
額
で
18
万
円
未
満

の
方

普
通
徴
収

口
座
振
替
や
納
付
書
で
金
融
機
関
、

役
場
、
紀
北
広
域
連
合
で
納
付

対
象

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年
金
お
よ

び
遺
族
年
金
が
年
額
で
18
万
円
以
上

の
方

特
別
徴
収

年
金
か
ら
の
天
引
き

普
通
徴
収
と
な
る
方

○
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
方

○
年
度
の
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
方　

○
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
が
変

わ
っ
た
方

○
年
金
の
現
況
届
が
遅
れ
た
方

○
年
金
を
担
保
に
お
金
を
借
り
て
い

る
方

《
保
険
料
は
た
い
せ
つ
な
財
源
で
す
》

　

介
護
保
険
は
介
護
保
険
料
と
公
費

を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

財
源
が
不
足
し
ま
す
と
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
そ
ろ
え
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
介
護
保
険
料
は
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合

介
護
保
険
給
付
・
保
険
係

℡（
35
）
０
８
８
８

　

介
護
の
コ
ツ
や
情
報
を
得
た
り
、

悩
み
・
不
安
を
話
し
合
え
る
仲
間
づ

く
り
に
家
族
の
つ
ど
い
を
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
15
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
会
館
１
階

対
象　

家
族
・
本
人
、
認
知
症
に
関

心
の
あ
る
方

『
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
フ
ェ
』

　

認
知
症
生
活
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
が
運
営
し

ま
す
。※

家
族
の
つ
ど
い
と
同
時
開
催

【
問
い
合
わ
せ
】

ほ
う
か
つ　
　
　

℡（
47
）
０
５
１
７

ほ
う
か
つ
海
山　

℡（
33
）
０
５
１
７

無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス
時
間

温
泉
着　

午
後
２
時
30
分

温
泉
発　

午
後
３
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉

℡（
49
）
３
０
８
０

本
庁
商
工
観
光
課
観
光
係

℡（
46
）
３
１
１
５

　

か
ら
だ
と
歯
の
こ
と
何
で
も
電
話

相
談
（
無
料
）
を
行
い
ま
す
。

内
容　

日
頃
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る

「
か
ら
だ
と
歯
に
関
す
る
悩
み
」
に
医

師
・
歯
科
医
師
が
回
答
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話

を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

※

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

当
日
の
相
談
担
当
医
師
の
専
門
領
域

に
よ
り
、
対
応
で
き
る
相
談
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

日
時　

４
月
14
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
問
い
合
わ
せ
】

三
重
県
保
険
医
協
会

℡
０
５
９
（
２
２
５
）
１
０
７
１

　

介
護
保
険
料
を
普
通
徴
収
で
納
付

の
65
歳
以
上
の
方
に
は
４
月
中
旬
に

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
納
付

書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
書
が
届
い
た
方
は
納
期
限
ま

で
に
忘
れ
ず
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
と
納
付
方
法

対
象

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年
金
お
よ

び
遺
族
年
金
が
年
額
で
18
万
円
未
満

の
方

普
通
徴
収

口
座
振
替
や
納
付
書
で
金
融
機
関
、

役
場
、
紀
北
広
域
連
合
で
納
付

対
象

老
齢
・
退
職
年
金
、
障
害
年
金
お
よ

び
遺
族
年
金
が
年
額
で
18
万
円
以
上

の
方

特
別
徴
収

年
金
か
ら
の
天
引
き

普
通
徴
収
と
な
る
方

○
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
方

○
年
度
の
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
方　

○
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
が
変

わ
っ
た
方

○
年
金
の
現
況
届
が
遅
れ
た
方

○
年
金
を
担
保
に
お
金
を
借
り
て
い

る
方

《
保
険
料
は
た
い
せ
つ
な
財
源
で
す
》

　

介
護
保
険
は
介
護
保
険
料
と
公
費

を
財
源
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

財
源
が
不
足
し
ま
す
と
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
そ
ろ
え
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
介
護
保
険
料
は
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

紀
北
広
域
連
合

介
護
保
険
給
付
・
保
険
係

℡（
35
）
０
８
８
８

　

介
護
の
コ
ツ
や
情
報
を
得
た
り
、

悩
み
・
不
安
を
話
し
合
え
る
仲
間
づ

く
り
に
家
族
の
つ
ど
い
を
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
15
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
会
館
１
階

対
象　

家
族
・
本
人
、
認
知
症
に
関

心
の
あ
る
方

『
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
フ
ェ
』

　

認
知
症
生
活
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
が
運
営
し

ま
す
。※

家
族
の
つ
ど
い
と
同
時
開
催

【
問
い
合
わ
せ
】

ほ
う
か
つ　
　
　

℡（
47
）
０
５
１
７

ほ
う
か
つ
海
山　

℡（
33
）
０
５
１
７

紀
北
広
域
連
合

平
成
31
年
度
の
介
護
保
険
料

（
65
歳
以
上
）
の
お
し
ら
せ

三
重
県
保
険
医
協
会

４
１
８
（
よ
い
歯
）
デ
ー

特
別
企
画

１反あたり（機械作業）１日あたり（手作業） その他

作
業
内
容

基
準
金
額

重作業賃金 軽作業賃金

10,000 円 6,000 円 24,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円 20,000 円 26,000 円 702 円
（税込み） 400 円

トラクターで
の 3回耕起

トラクターで
の 1回耕起

田植機によ
る植え付け

バインダー
での刈り取り

コンバイン
での刈り取り
（脱穀まで）

コンバイン
での刈り取り
（乾燥まで）

育苗
（1箱あたり）

乾燥
（コンバイン
用 1袋）

平成 31年度紀北町農作業統一賃金基準額

ほ
う
か
つ

『
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る

家
族
の
つ
ど
い
』どなたでも参加 OK !

【会場】社会福祉会館 2 階
【終了時間】午後 3 時ごろ

【イベント】
唱歌
（キーボードに合わせて歌う）

【利用料】100 円

さくらんぼカフェ
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課地域保健係（℡46-3122）
または海山総合支所福祉環境室福祉保健係（℡32-3904）までお願いします。

紀北地区の感染症の
動向をおしらせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。

A
群
溶
レ
ン

菌
咽
頭
炎

感染症情報（ 2月18 日～ 3月10 日分）

健診などのおしらせ

場所 申し込み日時事業名

すくすく子育て相談

3 歳 6カ月児健診

2 歳 6カ月児歯科健診

4 月 8 日（月）
午前 10時～11 時

4 月 17日（水）
午前 10時～11 時

4 月 11日（木）

4 月 18 日（木）

海山総合支所別館２階
けんこうの広場

東長島公民館

東長島公民館

東長島公民館

備考

感
染
性
胃
腸
炎

突
発
性
発
疹

水
ぼ
う
そ
う

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

（人）
0

2

4

6

8

10

対象者には通知を郵送します。
忘れず受診してください。

対象者には通知を郵送します。
忘れず受診してください。

子育てに関する各種相談、身体計測
持ち物：母子健康手帳

不要

不要

不要

紀北町健康歩こうかい平成 31年度予定

2/18 ～2/24　　  2/25 ～3/3　　  3/4 ～3/10

紀北医師会休日診療当番表

受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
診療時間：午前9時～午後5時
※下記日程や時間は変更がある場合がありますのでご注意ください。

◆ 救急医療情報システム ℡ 059-229-1199

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

か と う 小 児 科

か と う 小 児 科

火

土

4/30

5/4

月日 曜日 紀　　北 電　　話

47-3341

47-3341

【紀北医師会ホームページ】

http://kihoku-med.or.jp/

行き先日程行き先日程

当尾の里

沖　島

あじさい祭り

駒ヶ根（1泊 2 日）

馬越峠　※雨天中止

4月 19日（金）

5月 8日（水）

6月 9日（日）

7月 5 日（金）

9月 28日（土）

天川村

湖東三山

伊勢神宮初詣

伊賀上野

名古屋城本丸

10月 22日（火）

11月 22日（金）

1月 10日（金）

2 月 5 日（水）

3 月 10日（火）

◇ 詳細は津本守久さん（℡47-1582）または各地区役員までお尋ねください。  

※感染症情報の掲載は今月号をもって終了させていただきます。今後は三重県感染症情報センターのホームページ（町ホームページにリンク有り）をご確認ください。
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お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

  

保
護
者

長　

島　

長
井　

柊
希　

  

正
也

引
本
浦　

世
古　

亮
太　

  

憲
道

住　

所　

氏　

名　
　
　

 （
年
齢
）

東
長
島　

谷
口　

光
保　

 （
78
歳
）

東
長
島　

中　
　
　

孝　

 （
86
歳
）

長　

島　

小
川　

楠
英　

 （
84
歳
）

東
長
島　

喜
安
香
代
子　

 （
90
歳
）

島　

原　

谷　
　

藤
一　

 （
67
歳
）

長　

島　

大
倉　

英
子　

 （
79
歳
）

東
長
島　

東　
　

昌
子　

 （
85
歳
）

船　

津　

津
田　
　

乙　

 （
87
歳
）

上　

里　

林　
　

シ
ゲ 　
（
98
歳
）

馬　

瀬　
　

村　

和
幸 　
（
69
歳
）

白　

浦　

池
地　

益
也 　
（
79
歳
）

白　

浦　

濵
田　
　

稔　

 （
87
歳
）

船　

津　

北
村　

武
生 　
（
75
歳
）

戸籍の窓
【平成31年2月1日～28日受付分】

（敬称略）

【
平
成
31
年
2
月
１
日
〜
28
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

（
敬
称
略
）

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す  

東
長
島　
　

前
川　

典
久　

 　

三
万
円

長　

島　
　

岡
野　

公
昭　

 　

三
万
円

白　

浦　
　

松
並　

武
美　
　

 

二
万
円

河　

内　
　

浅
井　
　

洋　

 　

三
万
円

引
本
浦　
　

奥
村　

圭
輔　

 　

二
万
円

白　

浦　
　

南　
　

次
郎　

 　

一
万
円

　弁護士による無料法律相談を次のとおり２会

場にて開催します。困り事、争い事の法律的な

ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お

気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30 分以内で、定員は各場所５

名です。相談を希望される方は、前日までにご

予約をお願いします。

※同一内容での相談は原則 1回限りです。

※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く

ださい。

※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴

訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間

に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし

て利用できません。

【問い合わせ・申し込み】　

本庁住民課住民係　℡46-3117

　心肺蘇生法とAEDの取り扱いを習って、もしも

のときに備えましょう。

日時　4 月 9 日（火）午後１時～４時

場所　紀伊長島消防署

※申し込みは前日までにお願いします。

【問い合わせ・申し込み】

紀伊長島消防署　℡47-0001

日時・場所　ご相談に応じます。

対象　こころの健康に関する悩みを持つ方や、

　　　ご家族

【問い合わせ・申し込み】　

本庁福祉保健課地域保健係　℡46-3122

日程 時間 場所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

老人福祉センター
２階

午後3時～5時30分

4月
24日（水）

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

こころの健康相談
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2019.4
N
o.162

（
平
成
31
年
3
月
1
日
現
在
)

■
人
口
：
15,777

人
　
　■
世
帯
数
：
7,950

世
帯

■
男
：
7,426

人
　
　
　
　女
：
8,351

人

〒
519-3292

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

にじいろスマイル満１歳笑顔満１歳笑顔

「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の前月の10日までに
本庁企画課広報係または、海山総合支所総務室までお申し込みください。

平成 31年度施政方針
空き家バンク
狂犬病予防注射と犬の適正飼育について
ごみ収集日が異なります
【ゾーン30】の区域を定めました
税務課からのおしらせ
紀北健康センター
ちょい減らし＋10 チャレンジ
肺炎球菌ワクチン接種事業

P02
P10
P11
P12

P13
P14
P15

美し国三重市町対抗駅伝
長島多目的会館完成
図書室だより
kihoku Playback
くらしの情報
けんこうの広場
戸籍の窓
にじいろスマイル

P16

P17
P18
P24
P26
P27
P28

広報きほく4 月号 C O N T E N T S

入江　莉愛ちゃん

平成 30年 4月 10 日生まれ

お誕生日おめでとう
莉愛の笑顔にみんな癒されています♡

＜東長島＞輝佳・歩さん

りお

南部　朱音ちゃん

平成 30年 4月 6日生まれ

1歳のおたんじょう日おめでとう！
これからも元気にすくすく育ってね♡

＜長島＞正継・祐里奈さん

じゅな

池畑　咲杜くん

平成 30年 4月 9日生まれ

さくとくん１才おめでとう　 いっぱい
笑ってすくすく元気に育ってね！！

＜東長島＞栄貴・智沙香さん

さくと

石倉　皐月くん

平成 30年 4月25 日生まれ

お兄ちゃんと遊ぶ事とごはんを食べる
時が大好きなさつき♪1 歳おめでとう♡

＜東長島＞拓麿・椎奈さん

さつき


	p01.pdf
	p02_09
	p10
	p11
	p12
	p13
	p14
	p15
	p16
	p17
	p18
	p19
	p20
	p21
	p22
	p23
	p24
	p25
	p26
	p27
	p28

